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はじめに

このたびは、弊社製品をご購入いただき、誠にありがとうございます。

本書は、モバイルプロジェクターユニット（以降、本製品）の基本的な取り扱いについて説

明しています。ご使用になる前に本書をよくお読みになり、正しい取り扱いをされますよう

お願いいたします。

2011年 6月

安全上のご注意

本書では、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品を安全に正しくお使いいただ

き、あなたや他の人々に加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目

印となるものです。その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理解のうえ、

お読みください。

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記

号を使っています。

保証書について

・ 保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。
・ 修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。
・ 保証期間内に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。
・ 保証期間内でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料
での修理となります。ご注意ください（詳しくは、保証書をご覧ください）。

・ 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製造終了後 6 年
間です。

有寿命部品について

・ 本製品には、有寿命部品（レーザー光源、冷却用ファンなど）が含まれています。
・  有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境などにより異なりますが、空調のある通常のオフィ
ス環境において １日約２時間、１週間で３日のご使用で約５年です。なお、この期間はあくまでも目安で
あり、この期間内に故障しないことや無料修理をお約束するものではありません。また、長時間連続使用
など、ご使用状態によっては、この目安の期間よりも早期に部品交換が必要となる場合があります。

・ 本製品をより長く安定してお使いいただくために、一定時間お使いにならない場合は照射部をパソコン内
に収納し、プロジェクタの電源をお切りください。

24時間以上の連続使用について

・ 本製品は、24時間以上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡する可能性ま

たは重傷を負う可能性があることを示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性

があること、物的損害が発生する可能性があることを示しています。

△で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げるものです。

記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示されています。

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げ

るものです。記号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されていま

す。
　　　1



2　　
■レーザの安全性について

本製品は、レーザを使用しています。

本製品は、クラス 1 レーザ製品について規定している米国の保健福祉省連邦規則（DHHS 21

CFR ）Subchapter J に準拠しています。

また、クラス 1 レーザ製品の国際規格である（IEC 60825-1）、CENELEC 規格（EN 60825-1）

および、JIS 規格（JISC6802）に準拠しています。

・本製品の温度が高くなる場所に長時間直接触れて使用しないでください。

低温やけどの原因となります。

・ひざの上などの直接肌に触れた状態では、使用しないでください。

底面が熱くなり、低温やけどをおこす可能性があります。

・本製品の動作中に、本製品の通気孔に手を触れないでください。

やけどの原因となります。

・本製品の動作中に、本製品の通気孔をふさがないでください。

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。

・レーザー照射口のレンズ部分に触れないでください。

レーザー照射部はガラスを使用しており、ガラスの端面でけがをする原因となります。

また衝撃などによりガラスが破損した場合は、ガラスの破片に直接触れないよう注意

して清掃してください。けがをするおそれがあります。

・振動している場所や傾いたところなどの不安定な場所に置かないでください。

本製品が落ちて、けがの原因となります。

・コネクタ端子に触れないでください。

本製品やパソコン本体の故障の原因となることがあります。

・本製品を調理台や加湿器のそば、ほこりの多い場所などで使用したり、置いたりしな

いでください。

感電・火災の原因となることがあります。

・衝撃や振動を与えないでください。

故障の原因となることがあります。

クラス 1レーザ製品 IEC 60825-1:2001

・レンズを直接のぞきこまないでください。

レーザ光を人に向けないでください。また、特に小さなお子様には取り扱わせないで

ください。

動作中は強いレーザ光線が投射されていますので、直接目に照射されると、視力障害

の原因となります。
　



本書の表記

■本文中の記号

本文中に記載されている記号には、次のような意味があります。

■連続する操作の表記

本文中では、連続する操作手順を「→」でつなげて記述しています。

■画面例およびイラストについて

本文中の画面およびイラストは一例です。お使いの機種や OSによって、実際に表示される

画面やイラストが異なります。また、イラストは説明の都合上、一部を省略していること

があります。

■照射部の角度について

本文中に出てくる照射部の角度については、特に方向の記載が無い限り垂直方向の角度を

指します。

■CD や DVD の使用について

本文中の操作手順において、CD または DVD を使用することがあります。

操作に必要な CD/DVDドライブが搭載されていないパソコンをお使いの場合、必要に応じ

て別売の周辺機器を用意してください。

使用できる周辺機器については、インターネットの富士通製品情報ページをご覧ください。

また、使用方法については、周辺機器のマニュアルをご覧ください。

■製品の呼び方

本文中では、製品名称を次のように略して表記します。

記号 意味

お使いになるときの注意点や、してはいけないことを記述しています。

必ずお読みください。

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。

→ 参照ページを示しています。

例： 「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アク

セサリ」をクリックする操作

　　　↓

「スタート」ボタン→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」の順にクリック

します。

製品名称 本文中の表記

Windows
®
 7 Professional

Windows 7

WindowsWindows
®
 7 Home Premium

Windows
®
 XP Professional Windows XP
　　　3



4　　
商標および著作権について

Windowsは、米国 Microsoft Corporationおよび /またはその関連会社の商標です。
その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標です。
その他の各製品は、各社の著作物です。

Copyright FUJITSU LIMITED 2011
　



1 各部名称

1 レーザー照射口

2 通気孔

底面にも通気孔があります。

�通気孔はふさがないでください。故障の原因になります。

3 照射部

4 照射部引き出しスイッチ

5 フォーカス調整ダイヤル

6 調整ボタン

レーザー点灯ボタン

レーザーを点灯します。

輝度切り替えボタン

照射画面の明るさを切り替えます。

台形補正ボタン（上辺、底辺）

照射画面のゆがみを補正します。

3 41

5

6

2

1　各部名称　　5



6　　
2 モバイルプロジェクターユニットを使

うための準備

ドライバーをインストールする

本製品をお使いになるには、添付の CD-ROM「モバイルプロジェクターユニットドライ

バー」からドライバーをインストールする必要があります。

インストールするときは、管理者権限をもったユーザーとしてログオンしてください。

� CD/DVDドライブがお手元にない場合は、富士通製品情報ページからドライバーをダ

ウンロードしてお使いください。

・個人のお客様：http://azby.fmworld.net/support/

・法人のお客様：http://www.fmworld.net/biz/fmv/index_down.html

1 パソコン本体のモバイル・マルチベイにCD/DVDドライブを取り付けます。

取り付け方は、パソコン本体のマニュアルのモバイル・マルチベイの説明をご覧く

ださい。

�外付けの CD/DVDドライブユニットからインストールすることもできます。

2 本製品に添付の CD-ROM「モバイルプロジェクターユニットドライバー」

を CD/DVDドライブにセットします。

「ドライバーズディスク検索ツール」が起動します。

�Windows 7で「自動再生」ウィンドウが表示された場合は「DRVCDSRC.exeの実行」

をクリックします。Windws XPで「Windowsが実行する動作を選んでください」と

表示された場合は「自動再生」をクリックします。

�「ドライバーズディスク検索ツール」が起動しない場合は次のように操作します。

1.「スタート」ボタン→「コンピューター」または「マイコンピューター」の順に

クリックします。

2. ディスクをセットしたドライブのアイコンを右クリックし、表示されたメニュー

から「自動再生を開く」をクリックします。

3 「ソフトウェアの検索条件」でお使いの OSを選択します。

4 表示されたフォルダー内の「install.txt」をご覧になり、インストールし

てください。
　



�インストール中に、インストールを中断したり、別のソフトウェアを起動したり、パ

ソコンの電源を切ったりしないでください。

5 インストールの完了後、再起動をうながすメッセージが表示されたら、メッ

セージに従って再起動します。
2　モバイルプロジェクターユニットを使うための準備　　7



8　　
3 使い方

モバイルプロジェクターユニットを取り付ける／取り外す

パソコン本体のモバイル・マルチベイに本製品を取り付けて使用します。取り付け方につ

いてはパソコン本体のマニュアルのモバイル・マルチベイの説明をご覧ください。

本製品をモバイル・マルチベイに取り付けるときや取り外すときは、必ず照射部を格納してか

ら行ってください。

� LIFEBOOK SHシリーズや Sシリーズでは次の点にご注意ください。

・モバイル・マルチベイに取りつけたときは、パソコン本体のツメの部分が本製品の上側にな

ります。

・本製品を取り外すときは、図の左右のくぼみ部分のいずれかに手をかけて引き出してくださ

い。
　



モバイルプロジェクターユニットの電源を入れる

モバイルプロジェクターユニットを使用するときは、周囲の照明を暗くしてください。

1 照射部引き出しスイッチをスライドしてロックを外します。

2 調整ボタンが完全に見えるまで、照射部を引き出します。

モバイルプロジェクターユニットの電源が入ります。

�照射部を引き出した状態で上から押さえないでください。本製品が故障する可能性が

あります。特に照射部の下に机などがない状態で使用するときはご注意ください。

�照射部を強く引っ張りすぎないでください。故障の原因になります。

�照射部の引き出しおよび収納は、パソコンを机の上に置いた状態で行ってください。

3 レーザー点灯ボタン（→ P.5）がオレンジ色になったら、レーザー点灯

ボタンを押します。

ボタンが緑色になり、レーザーが点灯します。

4 照射部の角度を調節します。

0°～ 90°の範囲で調節できます。

� 60°～ 90°の範囲で台形補正ボタンを押すと映像が反転表示されます。もう一度押す

と元の向きに戻ります。

�映像が反転した状態で 60°以下にすると、元の向きに戻ります。

�水平方向にも -3°～ 3°の範囲で調整できます。
3　使い方　　9



10　
ゆがみを補正する

台形補正は自動的に行われます。それでも映像がゆがんでいる場合は、 台形補正

ボタン（上辺、底辺）（→ P.5）で調整します。

ボタンを押すたびに、映像の上辺または底辺が縮みます。

（上辺ボタン）

上辺を縮めます

（底辺ボタン）

底辺を縮めます

�台形補正の有効範囲は、自動補正、手動補正共に 0°～ 18°です。

�自動台形補正時や、台形補正ボタンを押すと、画面が一瞬暗くなります。

�台形補正ボタンを押すと自動台形補正は無効になります。再度有効にするには、台形補正ボタ

ン（上辺または底辺どちらか）を 2秒以上押します。

ピントを合わせる

映像がぼやけている場合は、フォーカス調整ダイヤル（→ P.5）を回してピントを合わせます。

明るさを調節する

輝度切り替えボタン（→ P.5）で明るさを 2段階に切り替えることができます。

ボタンを押すごとに明るさが切り替わります。

ACアダプタを接続している場合と、バッテリで運用する場合とで明るさが異なります。

明るさ（lm：ルーメン）

ACアダプタ接続時 40注 30

バッテリ運用時 30注 20

注：初期値
　　



画面の表示方法を切り替える

パソコン本体の画面と、プロジェクターで表示している画面を切り替えて使うことができ

ます。

�本製品をパソコン本体から取り外すときは、表示方法を「プロジェクターの切断」（Widows XP

の場合は「プロジェクタ　オフ」）に切り替えてから取り外してください。

�画面の表示方法を「プロジェクターの切断」（Windows XPの場合は「プロジェクタ　オフ」）に

した後、再度画面を表示するには、表示方法を切り替えた後に、レーザー点灯ボタンを押して

ボタンの色を緑にしてください。

�画面のローテーションは変更できません。

�ディスプレイの 3画面表示、画面の発色数 High Color（16ビット）はサポートしていません。

■Windows 7の場合

1 を押しながら を押します。

切り替え画面が表示されます。

2 カーソルキーで表示方法を選んで、 を押します。

画面の表示方法が切り替わります。

�「画面の解像度」で切り替えることもできます。

1. デスクトップの何もないところを右クリックし、表示されたメニューから「画面の解像

度」を選びます。

「ディスプレイ表示の変更」が表示されます。

表示方法
説明

Windows 7 Windows XP

拡張 プ ロ ジ ェ ク タ

セカンダリ表示

パソコン本体の画面右側をプロジェクターの画面に拡張し、1 つ

の画面として表示します。

複製 プ ロ ジ ェ ク タ

クローン表示

パソコン本体の画面とプロジェクターの画面の両方に同一の画

面を表示します。

両方のディスプレイの解像度は同じである必要があります。

プ ロ ジェ ク

ターのみ
－

プロジェクターの画面のみに表示します。

プ ロ ジェ ク

ターの切断

プ ロ ジ ェ ク タ

オフ

パソコン本体の画面のみに表示します。プロジェクターのレー

ザー点灯ボタンは消灯し、レーザーが消灯します。
3　使い方　　11



12　
2.「複数のディスプレイ」の▼をクリックし、一覧から表示方法を選びます。

表示方法の名称はキーボードで切り替える場合と異なりますが、機能は同じです。

3.「OK」をクリックします。

画面の表示方法が切り替わります。

■Windows XPの場合

1 画面右下の通知領域にある を右クリックします。

メニューが表示されます。

2 メニューから表示方法を選びます。

画面の表示方法が切り替わります。

プロジェクターの電源を切る

1 レーザー点灯ボタン（→ P.5）を押してレーザーを消灯します。

ボタンがオレンジ色に変わります。

2 照射部を水平に戻し、パソコン本体に格納します。

プロジェクターの電源が切れます。

�カチッと音がするまでパソコン本体に確実に押し込んでください。

�照射部の引き出しおよび収納は、パソコンを机の上に置いた状態で行ってください。

キーボードで切り替える場合 画面の解像度で切り替える場合

拡張 表示画面を拡張する

複製 表示画面を複製する

プロジェクターのみ デスクトップを 2のみに表示する

プロジェクターの切断 デスクトップを 1のみに表示する
　　



4 お使いになるうえでの注意事項

・著作権保護機能対応の DVDコンテンツなどは表示することができません。

・Windows XPでは、DirectXはサポートしていません。3Dを使用したコンテンツ、DirectX

対応のゲームは表示されません。

・Windows XPでは、ハードウェアアクセラレーションを使用した動画再生画面は表示され

ません。

・再起動、休止状態、およびスリープ（Windows XPの場合はスタンバイ）からの復帰（レ

ジューム）時に、画面に次のような現象が発生することがあります。動作には問題あり

ませんので、そのままお使いください。

- 一瞬暗くなる

- 白くなる

- ノイズが表示される

- 表示が乱れる

- 一瞬点滅表示する

・次の場合、プロジェクターの画面を再度表示するには、レーザー点灯ボタンを押してボ

タンの色を緑にしてください。

- パソコン本体が再起動、およびスリープ（Windows XPではスタンバイ）や休止状態か

ら復帰（レジューム）したとき

- コントロールパネルの「電源オプション」で設定した「ディスプレイの電源を切る」ま

たは「モニタの電源を切る」が実行され、復帰したとき

- 画面の表示方法を「プロジェクターの切断」（Windows XP の場合は「プロジェクタ

オフ」）にした後、再度表示方法を切り替えたとき

・  本製品は非常に精度の高い技術で作られておりますが、映像の一部に点灯しないドット

や、常時点灯するドットが存在する場合があります（有効ドット数の割合は 99.99% 以上

です。有効ドット数の割合とは「表示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の

割合」を示しています）。これらは故障ではありません。交換・返品はお受けいたしかね

ますのであらかじめご了承ください。

・本製品は、製造工程により、各製品で色合いが異なる場合があります。また、温度変化

などで多少の色ムラが発生する場合があります。これらは故障ではありませんので、あ

らかじめご了承ください。

・長時間同じ表示を続けると残像となることがありますが故障ではありません。残像は、し

ばらくたつと消えます。この現象を防ぐためには、本製品の電源を切るか、スクリーン

セーバーの使用をお勧めします。

・表示する条件によってはムラおよび微少な斑点が目立つことがありますが故障ではあり

ません。

・照射部を引き出した状態で持ち運ばないでください。振動や衝撃で本製品が故障する可

能性があります。

・本製品の前面や底面にある通気孔をふさがないでください。

・照射部を引き出した状態で上から押さえないでください。照射部の下に机などがない状

態で使用するときは、特にご注意ください。本製品が故障する可能性があります。

・照射部の引き出しおよび収納は、パソコンを机の上に置いた状態で行ってください。

・レーザー照射口はガラスを使用しているため、取り扱いにご注意ください。衝撃を加え

るとガラスが割れるおそれがあります。
4　お使いになるうえでの注意事項　　13
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5 困ったときには

正常に動作しない場合は、「トラブルシューティング」をご覧になり確認してください。ま

た、パソコン本体や、接続されている他の機器もあわせてお調べください。問題が解決で

きない場合は、お問い合わせ先（→ P.15）またはご購入元に連絡してください。

トラブルシューティング

■電源が入らない

本製品がモバイル・マルチベイに正しく取り付けられているか確認してください。取り付

け方法については、パソコン本体のマニュアルをご覧ください。

■画面に何も映らない

・調整ボタンが点滅していませんか

調整ボタンが点滅している（→ P.14）をご覧ください。

・レーザー点灯ボタンがオレンジ色になっていませんか

スリープ（Windows XP ではスタンバイ）、休止状態から復帰したときや照射部を引き出

した直後など、レーザー点灯ボタンがオレンジ色になっているときはプロジェクターの

画面は表示されません。レーザー点灯ボタンを押して緑色にしてください。

・画面表示が「プロジェクターの切断」（Windows XPの場合は「プロジェクタ　オフ」）に

なっていませんか

画面の表示方法を切り替える（→ P.11）をご覧になり、画面表示を確認してください。

■調整ボタンが点滅している

・ （輝度切り替えボタン）と （台形補正ボタン）が点滅している

- （レーザー点灯ボタン）が緑点灯の場合

周囲の温度が高いです。ご注意ください。

- （レーザー点灯ボタン）がオレンジ点灯の場合

レーザー点灯ボタンが緑点灯の場合からさらに温度が上がった状態です。レーザーは

消灯します。

照射部を一度格納し、しばらくたってから再度引き出してください。

・調整ボタンがすべて点滅している

エラーが発生しました。照射部を一度格納し、再度引き出してください。それでも点滅

が続く場合は、お問い合わせ先（→ P.15）までご連絡ください。

■画面が青い

周囲の温度が低い場合は青い画面が表示されます。適正温度になるまでしばらくお待ちく

ださい。

■画面のピントが合わない

フォーカス調整ダイヤル（→ P.5）でピントを調整してください。
　　



お問い合わせ先

・おかけ間違いのないよう、ご注意ください。

・各窓口ともダイヤル後、音声ガイダンスに従い、ボタン操作を行ってください。

お客様の相談内容によって、各窓口へご案内いたします。

・システムメンテナンスのため、お問い合わせ時間であっても受け付けを休止させていた

だく場合があります。

6 リサイクルについて

■本製品の廃棄について

本製品を廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。

□法人・企業のお客様へ

本製品の廃棄については、弊社ホームページ「IT製品の処分・リサイクル」（http://jp.fujitsu.com/

about/csr/eco/products/recycle/recycleindex.html）をご覧ください。

□個人のお客様へ

本製品を廃棄する場合は、お申し込みホームページ（http://azby.fmworld.net/recycle/）をご覧

ください。

こんなときには こちらへ

故障かなと思われ

たとき

＜法人のお客様＞

富士通ハードウェア修理相談センター

通話料無料 0120-422-297

お問い合わせ時間 9：00～ 17：00（土曜、日曜、祝日および年末年始を除く）

＜個人のお客様＞

故障や修理に関する受付窓口

通話料無料 0120-926-220

お問い合わせ時間 9：00～ 21：00（システムメンテナンス日を除く）

技術的なご質問、

ご相談

富士通パーソナル製品に関するお問い合わせ窓口

通話料無料 0120-950-222

お問い合わせ時間 9：00～ 17：00

（土曜、日曜、祝日およびシステムメンテナンス日を除く）

受付後に専門技術員からのコールバックとなります。
6　リサイクルについて　　15
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7 仕様

■本製品の仕様

■調整ボタンの表示仕様

型名 FMCNPJS1 FMCNPJP1

解像度 800× 600ドット

画面サイズ

（投影距離）
15～ 75インチ（0.5～ 2.5m）

照度 40lm/30lm（ACアダプタ接続時）

30lm/20lm（バッテリ運用時）

台形補正 手動／自動（0°～ 18°：3段階）

温湿度条件 温度 5～ 35℃／湿度 20～ 80％RH（動作時）

温度－ 10～ 60℃／湿度 20～ 80％RH（非動作時）

（ただし、動作時、非動作時とも結露しないこと）

外形寸法

（突起部含む）
W132.4× D139.7× H21.5mm W130.1× D135.3× H15.9mm

重量 約 220ｇ

オフ時 待機時
照射時

（常温）

照射時

（高温）
高温停止時 エラー時

レーザー 消灯 消灯 点灯 点灯 消灯 消灯

レーザー点灯

ボタン

消灯
オレンジ

点灯
緑点灯 緑点灯

オレンジ

点灯

オレンジ

点滅

輝度切り替え

ボタン

白点灯 白点灯 白点灯 白点滅 白点滅 白点滅

台形補正ボタン

（上辺）

白点灯 白点灯 白点灯 白点滅 白点滅 白点滅

台形補正ボタン

（底辺）

白点灯 白点灯 白点灯 白点滅 白点滅 白点滅
　　



■調整ボタンの操作仕様

ボタンの操作

初期状態 押す注 1
押す

（2秒以上）

レーザー点灯

ボタン

ボタンの色 オレンジ 緑 －

レーザーの状態 消灯 点灯 －

輝度切り替え

ボタン

レーザー輝度

（ACアダプ接続時）
40lm 30lm －

レーザー輝度

（バッテリ運用時）
30lm 20lm －

台形補正ボタン

（上辺）

照射角度

0°～ 18°
自動補正

手動補正注 2

0°～ 18°
自動補正

照射角度

19°～ 59°
－ － －

照射角度

60°～ 90°注 3

画像回転

（0°）

画像回転

（180°）
－

台形補正ボタン

（底辺）

照射角度

0°～ 18°
自動補正

手動補正注 2

0°～ 18°
自動補正

照射角度

19°～ 59°
－ － －

照射角度

60°～ 90°注 3

画像回転

（0°）

画像回転

（180°）
－

注 1 ： 押すごとに初期状態と切り替わります（台形補正ボタンを除く）。

注 2 ： 押すごとに 3°ずつ角度補正されます。

注 3 ： 照射角度を 60°未満にすると画像の回転角度が 0°に戻ります。
7　仕様　　17



●このマニュアルの内容は、改善のため事前連絡なしに変更することがありま

す。

●このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権およ

びその他の権利の侵害については、当社はその責を負いません。

●無断転載を禁じます。
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